








要約:近年増加している小児の骨折の実体を把握し予防方法を明らかにする目的で研究を

行った。骨の状態を定量的に評価する目的で DEXA による小児の腰椎骨塩量の正常値を設

定し、骨折歴のある小児では骨塩量は低値であることが明らかとなった。スポーツによる

骨折も疲労骨折が少なからず認められ骨の脆弱化が示唆された。一方、適度な運動は骨塩

量を増加させ、骨吸収を抑制する。運動処方の基準作成の必要性が明らかとなった。栄養

と骨折の関連もダイエットにおける検討より明らかとなり、具体的な栄養対策の必要性が

示された。


